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成が示唆された。一方新しく合成した 2 ， 3 のピニルジブェニルホスブインイミン誘導体の光反応で




が好収率に生成した。そしてこの Pd- イリド錯体はp=c イリド結合がPd に π 配位し、同時にブエ
ニルー Pdの σ 結合をもっ新しい錯体であることを赤外線吸収スベクトル及び核磁気共鳴スペクトル等














て、その反応中間体は四員環を持っていることを合理的に提唱している。 (2) イリド化合物と Pd錯体
では、その反応中間体の単離に成功し、その構造を明らかにすると共に、新しく Pd とイリドの錯体
を見い出している。この中間体からの反応では、イリド結合が開裂しないでP-Ph結合が切れるこ
とを証明している。これら本論文の結果は、いずれもホスフィンイ 1) ド化学の新しい分野を系統的に
研究したものであり、その成果は高く評価される。
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